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京王グループ理念

私たち京王グループは、 
つながりあうすべての人に誠実であり、環境にやさしく、 
「信頼のトップブランド」になることを目指します。 

そして、幸せな暮らしの実現に向かって 
生活に溶け込むサービスの充実に日々チャレンジします。

（2003年1月1日 制定）

　京王グループでは、生活関連サービス事業者として交通業、不動産業、ホテル業、建設設備業、生活サービス業の事業を
展開しています。グループ経営を強化していくにあたり、京王グループの存在意義を明文化し、価値観を共有するため、
2003年1月に「京王グループ理念」を制定しました。この「京王グループ理念」のもと、グループ一丸となって総合力を高
め、グループとしての企業価値向上に努めています。

京王グループ サステナビリティ基本方針

当社の交通ネットワークが広がる沿線地域を事業基盤としている私たちは、 
京王グループ理念に基づく誠実かつ環境に優しい事業活動を通じ、 

交通サービスを中心とした暮らしにおける「安全・安心」を提供し続けます。
そして時代の変化にいち早くきめ細やかに対応しながら 

多様化するライフスタイルを牽引し、地域やパートナーと共に 
多世代が交流・躍動する「まちづくり」に取り組むことで、 

持続可能な社会の実現に貢献し、長期的な企業価値を向上させてまいります。
（2023年5月12日 制定）

　公共交通事業者としての社会的責務を果たすという使命を軸に、不動産業、ホテル業、建設設備業、生活サービス業と
いった幅広い事業を通じて、幸せな暮らしの実現や地域の発展を目指してきました。このようなグループの幅広い事業活
動を通じて持続可能な社会の実現に貢献し、長期的な企業価値の向上を目指す旨を明文化した、「京王グループ サステナ
ビリティ基本方針」を策定しています。
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編集方針
　本報告書は、経営戦略や業績動向などに加え、安全、環境・社会・ガバナン
スといったステークホルダーの皆様にとって、重要な非財務情報を結合する
ことにより、京王グループの持続的な価値創造に向けた取り組みについて
ご理解を深めていただける内容で構成しています。
　なお、編集にあたっては国際統合報告評議会（IIRC）、現IFRS財団の「国
際統合報告フレームワーク」および経済産業省「価値協創ガイダンス」を参
考にしています。また、ESG情報の収集については、GRI（Global 
Reporting Initiative）の「GRIスタンダード」を参考にしています。

報告対象範囲
京王電鉄株式会社および連結子会社

報告対象期間
2024年4月1日～2025年3月31日
一部内容に当該年度以外の情報も含みます。

将来の見通しに関する注意事項
　本報告書における当社の今後の計画、見通し、戦略などの将来予想に関
する記述は、当社が開示時点で合理的であると判断する一定の前提に基づ
いており、実際の業績などの結果は見通しと大きく異なることがあります。

統合報告書2025の発行について

　2023年より開示しております京王グループ統合報告書 
も3回目の発行となりました。本年は中期経営計画
「HIRAKU2030」をスタートし、それに合わせて、非財務
KPIの見直しを行ったうえで、これまで不十分だった財務指
標との融合を図り、経営戦略とESG等のサステナビリティ
の結びつきをお伝えできるように構成を見直しています。
　さらに、マテリアリティ別に記載していたKPIを、事業セ
グメント別に財務・非財務情報をセットにして記載し、各セ
グメントにおける目指す姿を明確にすることで、事業ポート
フォリオを理解しやすい構成に変更しております。
　また、本年6月の株主総会において、独立社外取締役比
率を50％超といたしましたが、新任の社外取締役の方々
へのインタビューを実施し、当社グループに対する期待と
課題感をお示しいただいております。
　今後も引き続きステークホルダーの皆様との対話を通
じて、より当社の取り組みをご理解いただけるように努力
いたしますとともに、持続可能な社会の実現に貢献し、長期
的な企業価値の向上を目指してまいります。

経営統括本部 経営企画部長

竹内 健
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新中期経営計画 
-HIRAKU2030-がスタート

　このたび京王グループは将来に向けて新たな一歩
を踏み出すべく、2025年4月より新しい中期経営計画
をスタートさせました。この計画は、京王沿線と京王グ
ループの未来を力強く切りひらくための中長期ビジョ
ンであり、次代に向けての成長と、活気ある地域の実現
を目指したものです。
　当社グループは2023年度、2024年度と2期連続
で過去最高益を達成することができました。これは、
コロナ禍という未曽有の危機を乗り越え、社員一丸
となって事業運営に邁進してきた成果であり、ひとえ
に日頃より当社グループをご利用いただいているお
客様、事業活動を支えてくださる全てのステークホル
ダーの皆様のご支援の賜物です。改めて、心より感謝
申し上げます。
　しかしながら、事業環境は構造的に変化しておりま
す。鉄道の輸送需要はコロナ禍以前と比較して、概ね 
１割が喪失している状態です。また、社会全体の課題で
ある少子高齢化の進展により、人財確保がますます厳
しい時代となっております。
　このような状況を踏まえ、従来の経営計画とは一線
を画し、2030年を見据えた中長期視点での6ヵ年計画
を策定致しました。
　2030年代に本格化する「新宿エリア」「橋本エリア」
などでの大規模まちづくりプロジェクトを万全な体制で
迎えるため、そして構造的な変化に晒されている鉄道
事業の持続可能性を確かなものにするため、この６年間
は極めて重要な挑戦の期間となります。
　私たちは目先の変化に一喜一憂するのではなく、
2030年代とその先の未来を見据えた成長ストーリー
を構築することこそが、現在求められているものと考え
ました。
　京王沿線と京王グループの未来を、私たちの手で
「切りひらく」。その強い意志と覚悟を込めて、新中期
経営計画を「HIRAKU2030」と名付けました。これか
ら始まる6年間は、文字通り、私たちの未来を懸けた期
間となります。

「HIRAKU2030が目指すもの」：４つの重点戦略

　「HIRAKU2030」では「国内で最も活気とポテンシャ
ルがあるエリア」の形成と、「日本一安全でサービスの良
い持続可能な交通」の実現を目指し、４つの重点施策を
掲げております。

１． 共創をキーワードとしたまちづくりの推進

　新中期経営計画の６年間で、将来へ向けた成長投
資に2,400億円を見込んでおりますが、そのうち、約
1,200億円を「まちづくり」プロジェクトに投じます。
　「日本最大のターミナルである新宿エリア」「多世代共
生型の新しいまちづくりを進める調布エリア（京王多摩
川）」「リニア新駅開業を契機に先端技術産業の集積を目
指す橋本エリア」などの大規模な都市再開発事業を中心
に、7つの重点エリアでまちづくりプロジェクトを同時並
行的に進め、連続的に密度の濃い魅力的な都市空間を
形成してまいります。
　キーワードは「共創」です。京王グループの最大のリ
ソースである「ジバン（地盤）＝日本有数の肥沃なマー
ケットである沿線エリア」「カンバン（看板）＝長年にわた
り鉄道の安全性を追求することで得られた信頼」「カバ
ン（鞄）＝良好な財務体質」を最大限に活かすため、地域
の様々なプレーヤーに開かれた「プラットフォーム」とし
て機能し、共創を通じた多様な価値・新しい価値の創出
に繋げて沿線の魅力を高めていきたいと考えていま
す。そして、成果を測る新たなKPI（重要業績評価指標） 

「落とし物クラウドfind」にてDigi田甲子園「内閣総理大臣賞（優勝）」 
受賞した際の表彰式の様子
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として、「交流人口（沿線外から沿線への流入数）」、「共創
プロジェクト件数」を設定いたしました。沿線外、さらには
国外から多くの人々が訪れ、交流し、新たな創造が生ま
れる。そのような活気あるエリアを、皆様と共に創り上げ
てまいります。

２．次代へ向けた交通業の変革

　交通業の安全性・安定性は京王グループの価値の源
泉であり、いかなる時代においてもゆるがせにすること
はできません。輸送需要の縮小、人財確保難といった困
難な状況を乗り越え、将来にわたって安全な都市交通の
持続可能性を高めるため、駅オペレーション、運転業務、
そして車両や設備の保守業務に至るまで、あらゆる領域
でAIの活用やデジタル化を加速させ、質の向上と生産性
の向上の両立を目指します。
　具体的には、車両や設備の状態をリアルタイムで監視
し、故障の兆候を事前に察知するCBM（状態基準保全）
の導入、井の頭線におけるワンマン運転の開始、そして駅
務におけるAI案内や、線路等を監視するAIカメラによる
輸送障害の未然防止などの施策を推進し、鉄道事業全体
で生産性を約1割向上させるという目標を掲げました。
　目指すところは単なるコスト削減ではなく、あくまで
も安全性とサービスレベルの向上を伴った効率化の推
進です。人の手による確認・判断が不可欠な領域は堅持
しつつ、デジタル技術が得意な領域は積極的に任せる
ことで、ヒューマンエラーのリスクを低減し、社員がより 

高度で専門的な業務に集中できる環境を創出する。それ
により、生産性を高めながら、安全性をさらに向上させる
という好循環を生み出します。この6年間は、日本一安全
な鉄道の実現に向けた道筋を確かなものにするための、
重要な変革の期間となります。

３．資本効率の向上と事業成長

　2030年代にピークを迎える大規模投資を伴うまちづ
くりプロジェクトを完遂し、持続的な成長を成し遂げるた
めには、強靭な財務体質と収益基盤の構築が不可欠で
す。新中期経営計画では「資本効率の向上」を経営の最
重要課題の一つと位置づけ、事業ポートフォリオの変革
に着手いたします。
　その柱となるのが、不動産業の収益構造改革です。従
来、私たちの不動産業は、オフィスや商業施設、賃貸住
宅等を長期保有し、安定的な賃料収入を得る「ストック
型」が中心でした。今後はこの安定収益基盤を維持しつ
つも、より資産効率の高い「フロー型」へと事業の軸足を
シフトしてまいります。低効率資産の一部を適切なタイ
ミングで売却して投資資金を回収する一方、沿線内外
での分譲マンション事業、不動産ファンドの運営などの
フィービジネスに取り組み、資産効率の向上を図りつつ
利益成長を達成致します。
　さらに、グループ全体の経営管理の高度化を図るた
め、本年度より事業セグメントの再編を実施いたしまし
た。不動産販売業と並んで成長領域と位置付ける「ホテ
ル業」、そして人流や市況の影響を受けにくく安定収益
が見込めるBtoB型の「建設設備業」をそれぞれ独立した
セグメントとし、従来の流通業やレジャー・サービス業な
どは、BtoC事業を担う「生活サービス業」へと集約いた
しました。
　各事業のミッションが一層明確になるとともに、事業
セグメントごとのROA（総資産利益率）を管理し、成長
余地の高い事業領域への経営資源配分を加速させてま
いります。変動リスクは高いものの高収益が期待できる
不動産販売業やホテル業と、景気変動に強く安定した収
益を生み出す交通業・建設設備業・生活サービス業。こ
れらのバランスを最適化することで、「成長性」と「安定自動運転設備搭載の運転台を視察
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性」を両立した強靭な事業ポートフォリオを構築してまい
ります。

４． サステナビリティ： 
DE＆I、ガバナンス改革、環境保全

　経営計画を達成するには、それを実行する「人」と「組
織」が最も重要です。京王沿線と京王グループの未来を
切り拓く原動力は、社員一人ひとりの創意工夫と、失敗
を恐れないチャレンジ精神です。そして、全ての価値の
源泉であり、いかなる経営環境においても決して揺らい
ではならない「安全・安心」は、現場で事業に従事する社
員の日々の地道な努力の積み重ねによって支えられて
います。
　私たちは、価値創造と安全・安心を支える全ての社員
が、その能力を最大限に発揮できるよう、働きがいのあ
る環境整備に全力を尽くします。性別、年齢、国籍、価値
観などの多様性を尊重し企業の力に変えるDE＆I（ダイ
バーシティ・エクイティ＆インクルージョン）の推進に強く
コミットし、誰もが自発的に挑戦できる風通しの良い組織
風土を構築してまいります。
　同時に、経営の透明性と客観性を高めるガバナンス改
革も推し進めます。当社は既に、取締役会において独立
社外取締役が過半数を占める体制へと移行いたしまし
た。これは、社内の論理、いわば「京王の論理」だけに固執
することなく、社会の第一線で多様な経験を積まれた社
外の皆様の知見や視点を経営に取り入れ、取締役会の実
効性を高めるための改革です。より多角的で深度ある議
論を通じて、最善の経営判断を行ってまいります。
　また、公共交通事業を担う社会の一員としてカーボン
ニュートラルを目指し、まずは2030年度をターゲットに、
連結ベースで2019年度比△30％のCO2排出量削減を
引き続き目指します。
　新中期経営計画は、こうした非財務指標を目標として
明確化しております。企業価値の源泉となる人的資本
強化に関する目標値、京王グループの存在価値に関わる
「安全・安心」「賑わい」などに関する目標値、環境負荷軽
減に向けた目標値など、多岐にわたるKPI（重要業績評価
指標）を設定しており、株主・お客様・社員・取引先・社会

からの視点に沿ってサステナビリティを高め、多面的に
企業価値を向上させてまいります。

バックキャスト思考によるブレイクスルー

　「HIRAKU2030」は、2030年度の目標値・目指す姿・
ゴールイメージを最初に設定し、そこから現在へと逆算
して、達成に必要なステップや行動を計画する手法を取
りました。
　目の前の課題解決という視点だけでは無く、ビジョンを
先に描くことによって、既成概念に縛られない自由でイノ
ベーティブな視点で戦略を構築しようという趣旨です。
　大事なのは計画を作ることよりも考え方、つまり「当た
り前を問い直して失敗を恐れずトライを繰り返し、未来を
切りひらく」という風土を構築すること。バックキャスト思
考によってチャレンジを繰り返し、ブレイクスルーを果た
していく。この計画を着実に実行していくことで、住まう
方・働く方・訪れる方、全ての人々にとって、より豊かで、
より活気にあふれ、より愛される沿線エリアにしていきた
いと考えています。

ステークホルダーの皆様へ

　京王グループの価値の源泉である鉄道事業、そして
持続可能な地域社会の実現を目指すためのまちづくり
は、いずれも未来を創造するという長期的な視座が不可
欠です。目先の変化だけにとらわれることなく、常に沿線
の未来を想い描き、地域社会にとってのあるべき姿・目
指すべき姿を追求しながら日々の事業に取り組んでま
いります。
　そして、京王グループ理念に謳われている「幸せな暮ら
しの実現」に向けて、大きな役割を果たしていきたいと考
えております。
　これからもステークホルダーの皆様との対話を大切
にしながら、安全・安心なサービスを提供し続けることで
「信頼のトップブランド」を目指してまいります。どうか引
き続きご支援のほど、宜しくお願い申し上げます。
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鉄道とバスを走らせ 人々の往来を支える

　京王線は新宿と八王子を結ぶ路線として計画され、1913年
に笹塚～調布間が開業しました。
　未開業区間の新宿～笹塚間などで、東京で最初のバスの営
業も開始しました。1928年には新宿から東八王子まで電車が
直通となり、1934年には渋谷～吉祥寺間が全線開業。当時ま
だ開発が進んでいなかった西東京エリアに鉄道とバスを走ら
せ、公共交通機関として人々の往来を支えました。

事業を多角化し 沿線のまちづくりを本格化

　戦後、1948年に京王帝都電鉄が発足。戦後復興と高度経済
成長期の中で、沿線のまちづくりに着手。不動産、流通など事
業の多角化も進めました。
　1964年には「京王百貨店新宿店」が、1971年には当時の超
高層ホテル第1号として「京王プラザホテル」がオープンしまし
た。また、1986年には、推進していた聖蹟桜ヶ丘駅周辺総合開
発において「京王聖蹟桜ヶ丘SC」をオープンさせるなど、魅力
ある沿線づくりを進めました。

沿線とともに成長してきた京王グループの歴史
鉄道事業と路線バス事業から始まり、沿線に魅力的な街をつくり、人々の暮らしを支え続け110余年。
「進取の気性」に代表される京王の精神は、歴史の中で脈々と継承されてきています。また、社会の変革期である現在、従来
のビジネスモデルに地域やステークホルダーと共創していく観点を加え、今後も沿線とともに成長を目指します。

※1977年度より連結決算を適用、2021年度より「収益認識に関する会計基準」等を適用しています。
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鉄道輸送人員（年間）と連結営業収益の推移

東京で最初のバス営業 1971年の京王プラザホテル1914年頃の調布駅 1964年の京王百貨店新宿店

笹塚～調布間の電車開通 京王百貨店新宿店がオープン 京王聖蹟桜ヶ丘SCがオープン

京王電気軌道株式会社が発足 帝都電鉄株式会社により渋谷～吉祥寺間が全通 京王プラザホテルがオープン
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京王多摩川エリア
まちづくり

企業価値向上と、持続可能な社会の実現

　ハード・ソフト一体となったまちづくりを鉄道会社ならでは
の長期視点で進め、まちとの共生・発展の実現を目指します。
　京王多摩川駅に隣接する社有地を含む約2.8haの敷地に
おいて、土地区画整理事業と併せて計3棟の建物を開発しま
す。本開発では、賃貸住宅、分譲住宅、商業店舗、保育園、調布
市福祉施設など多様な用途を計画し、「住み継がれる、暮らし
継がれる街」を目指して、街に根差し、完成して終わりではな
く、10年後20年後それ以降も街の魅力が向上していくような
まちづくりに取り組んでいます。

幅広い世代が住みやすい街へ豊かな暮らしづくり

　2012年に調布駅付近地下化切り替えを実施し、鉄道により
分断されていた市街地の一体化を図りました。その調布の新
たなランドマークとして2017年には「トリエ京王調布」が誕生
しました。
　また2000年代から、多世代が交流・躍動する「まち」を目指
し、グループ会社（京王子育てサポート、京王ウェルシィステー
ジ、京王フェアウェルサポートなど）を設立し、生活支援サービ
スを拡充するなど、時代の変化に対応した暮らし方を提案して
きました。
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調布駅付近地下化切替工事 本開発を中心とした京王多摩川エリアの 
まちづくりの将来イメージ

スマイラス聖蹟桜ヶ丘
（サービス付き高齢者住宅）

スマイラス聖蹟桜ヶ丘がオープン

KEIO OPEN INNOVATION PROGRAM開始調布駅付近地下切替工事完了社名を京王電鉄株式会社に変更

KO52 TAKAOがオープン

202420222017201219981986
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約330万人※1※2

沿線人口
約75キャンパス※4

沿線の大学数 
（大学・短期大学）

92件

共創プロジェクト 
件数

約67万人／日※2

新宿駅の
平均乗降人員

約155万人※5

明治の森高尾国定公園
年間利用者数

約179,000社※3

沿線事業所数

D  京王線
世界屈指の登山客数を誇る「高尾山」の
ほか、神社や仏閣が多く存在するなど、
歴史・文化・自然のある路線

髙尾山薬王院

C  相模原線
多摩ニュータウンを沿線に抱え、住宅、
商業、教育など多様な機能を持つ路線

© 2025 SANRIO CO., LTD. 
APPROVAL No.P1706031

B  井の頭線
閑静な住宅街と、渋谷、下北沢、吉祥寺
というトレンド・カルチャー発信地とが
コンパクトな路線に混在

井の頭恩賜公園

A  新宿・渋谷
日本の主要ターミナルで重要な 
ビジネス拠点かつ、商業・観光の中心地

京王百貨店新宿店

事業フィールド

A
B

C

D

練馬区
中野区

新宿区

渋谷区

杉並区

世田谷区狛江市

調布市

三鷹市

武蔵野市
国分寺市

日野市

多摩市

府中市

麻生区

町田市

八王子市

小金井市

目黒区多摩区川崎市川崎市

相模原市

稲城市

事業フィールド
当社の交通ネットワークが広がる沿線地域は日本有数の人口を有する経済圏です。日本有数のターミナル駅である新宿・
渋谷や、街道沿いの旧宿場町を中心に歴史のあるまちなみ、世界屈指の登山者数を誇る自然豊かな日本遺産「高尾山」、高
度経済成長に合わせて新しい住宅地として開発された多摩ニュータウンエリアなど、都心から郊外にかけて商業、自然、文
化、学問、行楽地と多種多様な特徴を持つ地域が広がっています。
京王線（72.0km）、井の頭線（12.7km）の2路線は距離としては短い部類の路線ですが、多様な地域が適度に集積しており、
この肥沃な市場にて当社グループは様々な事業を展開しています。

※ 1 大都市交通センサスをもとに当社集計
※2 2024年度実績
※3 2015年国勢調査と2014年経済センサス基礎調査等とのリンクデータ
※4 2025年 京王エージェンシー調べ
※5  2023年の年間利用者数を記載 

出典：「自然公園等利用者数調（令和5年） 国定公園利用者数（公園、年次別）」（環境省）をもとに作成

沿線データ
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 鉄道事業
 バス事業
 タクシー業

営業キロ数（鉄道）

84.7km

輸送人員（鉄道）

593百万人
駅数（鉄道）

69駅
輸送人員（バス）※1

115百万人
 不動産賃貸業
 不動産販売業

不動産賃貸業 
賃貸面積（京王電鉄持分）

49.5万m2

販売戸数

251戸

不動産販売業 売上高

476億円
販売棟数

14棟
ホテル店舗数

25店舗
ホテル客室数

5,934室※2

 ビル総合管理業
 車両整備業
 建築・土木業

ビル総合管理業 売上高

290億円
建築・土木業 売上高

394億円
 百貨店業
 ストア業
 その他

百貨店業 売上高※3

889億円
京王パスポートカード会員数

179万人
スーパーマーケット店舗数

27店舗※2

運営保育所数

11園

建設設備業

生活 
サービス業

ホテル業

不動産業

交通業

事業の全体像（数値は2024年度実績、2025年3月末時点）

セグメント別営業収益・営業利益・総資産構成比

43.9%

35.2%

5.2%

6.9%

8.8%
総資産合計

11,225億円

26.0%

18.3%

28.9%

15.5%

11.3%

営業収益合計

4,529億円

28.5%

32.0%

9.6%

10.2%

19.8%

営業利益合計

541億円

 交通業　  不動産業　  ホテル業　  建設設備業　  生活サービス業

※ 1 京王電鉄バスグループ（路線・高速・貸切）＋西東京バス（路線・高速）
※2 2025年8月時点
※3  「収益認識に関する会計基準」等適用前

09Integrated Report 2025



10 京王電鉄株式会社

価値創造ストーリー

事業環境におけるリスクと機会
外部環境の変化を踏まえ、京王グループにおける中長期の価値創造に影響を及ぼすリスクと機会を抽出しています。
これらのリスクに適切に対応し、また機会を活かしつつ、事業を通じて社会課題を解決していくことで、さらなる価値創造を
実現していきます。

外部環境

感染症拡大による人流、インバウンドの変動

ライフスタイルの変化

安全へのさらなる関心人口動態の変化

デジタルテクノロジーの進展

脱炭素社会への移行



リスク

既存ビジネスモデルの陳腐化

  行動様式変化への適応遅れによる競争力低下
  当社グループが提供する商品・ 
サービスの需要減退

感染症拡大に伴う経済活動縮小

  出控えや渡航制限に伴う移動需要の減少や 
消費の低迷

  感染対策に伴う事業運営体制への制約

人口減少による人財確保の難化

  適切な人財を配置できないことによる 
サービス品質や安全性の低下

  過重労働等の違法就労の常態化

自然災害の頻発化・激甚化

  大型台風や集中豪雨等の自然災害発生に 
よる事業運営支障
  売上減少、復旧費用負担による業績、 
財政状態への悪影響

物価・為替の急激な変動

  資材、エネルギー価格などの高騰による 
需要減退、財政状態への悪影響

新宿再開発等の大規模投資の輻輳

  一部施設の休業や計画内容の変更による 
業績および財政状態への影響

機会

新たなサービスへの需要の出現

  デジタルテクノロジー活用によりリアル・ 
バーチャルの融合が進み、リアルの場を有する 
当社グループ事業の価値向上

良好な職場環境整備での人財確保

  社員エンゲージメントの高まりによる 
イノベーション機運の醸成

交通インフラの社会的価値向上

  エネルギー効率に優れる鉄道の 
コスト優位性の高まり
   環境優位性に関する認知向上による 
鉄道の利用促進

新宿等の再開発進展での商機拡大

  世代や国籍を超えた多様な人々が集まり交流
する拠点としてポジション確立
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• 人口動態の変化
•  感染症拡大による人流、 
インバウンドの変動
• ライフスタイルの変化
• 安全へのさらなる関心
•  デジタルテクノロジーの進展
• 脱炭素社会への移行

外部環境

リスク

•  既存ビジネスモデルの陳腐化
•  感染症拡大に伴う経済活動 
縮小
•  人口減少による人財確保の 
難化
•  自然災害の頻発化・激甚化
•  物価・為替の急激な変動
•  新宿再開発等の大規模 
投資の輻輳

機会

•  新たなサービスへの 
需要の出現
•  良好な職場環境整備での 
人財確保
•  交通インフラの社会的 
価値向上
•  新宿等の再開発進展での 
商機拡大

リスク・機会

京王グループ理念 私たち京王グループは、つながりあうすべての人に誠実であり、環境にやさしく、「信頼のトッ プブランド」になることを目指します。そして、幸せな暮らしの実現に向かって生活に溶け込むサービスの充実に日々チャレンジします。

京王グループ
サステナビリティ基本方針

当社の交通ネットワークが広がる沿線地域を事業基盤としている私たちは、京王グループ 理念に基づく誠実かつ環境に優しい事業活動を通じ、交通サービスを中心とした暮らしにおける「安全・安心」を提供し続けます。
そして時代の変化にいち早くきめ細やかに対応しながら多様化するライフスタイルを牽引 し、地域やパートナーと共に多世代が交流・躍動する「まちづくり」に取り組むことで、持続可能な社会の実現に貢献し、長期的な企業
価値を向上させてまいります。

マテリアリティ 安全・安心 「まち」との共生・発展 幸せな暮らし デジタル社会への対応

価値創造に投入する資本

社会・関係資本
  都市と自然、歴史や文化と 
新しさが共存する多様性

  安全・安心に基づくステーク
ホルダーとの信頼関係

財務資本
  長年にわたり強みとしてきた
強固な財務基盤

人的資本
  沿線地域に愛着を持ち 
地域と共に歩む人財

  変革や挑戦を自律的に 
遂行する多様な人財

製造資本
  集積された沿線における 
豊富なアセット

  街の核（重心）である駅

知的資本
  高密度輸送を支える 
運行・保守ノウハウ

  沿線に対する知見や 
培ってきたネットワーク

自然資本
  多様な自然に溢れる 
沿線環境

P10、11参照 P15参照

 
「まち」づくり
駅が街の重心

となった面的な開発

鉄道
信頼の源泉・街の結節点

経営基盤
人財・財務・ガバナンス

価値創造プロセス

鉄道をはじめとするモビリティを基軸にしながら
地域や外部パートナーとの共創を通じて

将来にわたって「まち」の魅力を最大化させる

安全・安心による信頼を土台とした 
沿線拠点の価値創造

それらを支える経営・事業基盤の強化

ビジネスモデル

グループ全体としての主な事業活動

財務価値向上 沿線価値向上

・交通業
・まちづくり

・ 不動産 
販売業
・ホテル業

・不動産賃貸業
・建設設備業
・生活サービス業
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地域社会

お客様

従業員

株主・投資家

取引先

行政・自治体

日本一安全で快適な鉄道と 
安心して暮らせる 
環境の提供

人と地域、地域間の 
つながり創出による 
地域コミュニティの強化

「まち」の持続可能性を 
高める、魅力度の向上

環境負荷の小さい 
移動手段の提供

職場環境の整備による 
社員の成長と働きやすい 
組織風土の実現

京王グループ全体の 
事業活動に基づく 
安定した利益還元

気候変動リスクの低減

豊かな自然環境の維持

京王グループ理念 私たち京王グループは、つながりあうすべての人に誠実であり、環境にやさしく、「信頼のトッ プブランド」になることを目指します。そして、幸せな暮らしの実現に向かって生活に溶け込むサービスの充実に日々チャレンジします。

京王グループ
サステナビリティ基本方針

当社の交通ネットワークが広がる沿線地域を事業基盤としている私たちは、京王グループ 理念に基づく誠実かつ環境に優しい事業活動を通じ、交通サービスを中心とした暮らしにおける「安全・安心」を提供し続けます。
そして時代の変化にいち早くきめ細やかに対応しながら多様化するライフスタイルを牽引 し、地域やパートナーと共に多世代が交流・躍動する「まちづくり」に取り組むことで、持続可能な社会の実現に貢献し、長期的な企業
価値を向上させてまいります。

マテリアリティ 活躍する人財 環境にやさしく 経営基盤 P18.19参照

ステークホルダーへの提供価値

外
部
パ
ー
ト
ナ
ー

地
域

×
共
創

社会価値

貢献するSDGs

幸せな暮らし 
の実現

住んでもらえる、 
選んでもらえる沿線

沿線力の向上
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京王グループの強みと経営資本
京王グループの強みとビジネスを推進するうえで投入される各種経営資本については、測定可能な指標で把握し 
増強・循環させてまいります。

 購買力を持つ消費者が多い沿線
 教育機関の数が多く、多世代が共存しやすい街
 都市開発として新しい街のあり方を示すニュータウンエリア
 路線の終端には集積された街
 寺社仏閣など歴史ある街

魅力ある沿線資源（事業エリア）01

 鉄道を中心として培われてきた沿線地域からの信頼
 行政や教育機関、企業などと積み重ねてきたパートナーシップ実績
  沿線に入り込み、パートナーと共創しながら 
持続可能な地域の実現を目指す人財

沿線からの信頼感（社会・関係資本）02

 まちづくり（ハード・ソフト）に加え、移動需要創出や生活サービスを提供
  財務を含む強固な経営基盤に基づき、地域への安定的な交通サービスの提供
 街の重心としてあり続ける駅という場

長期視点のまちづくり（ビジネスモデル）03

14 京王電鉄株式会社

価値創造ストーリー



経営資本 資本拡大に向けた取り組みや指標 2024年度実績

社会・ 
関係資本

  京王パスポートカード 会員数 
＞うち京王パスポートカードデジタル会員数
  鉄道定期券 ユーザー数
  京王アプリ MAU数
  京王NEOBANK 口座数 

  共創プロジェクト件数
  お客様満足度調査  
総合満足度で肯定的評価の割合（鉄道）

  179万人 
＞うち11万人
 約90万人
 25万
 8,543口座 

 92件
 87.1％ 

財務資本

 ネット有利子負債／EBITDA倍率
   信用格付 
※日本格付研究所（JCR）による長期発行体格付

 4.6倍
 AA 
　

人的資本

  従業員数（連結）
   「ユニバーサルマナー検定」の資格取得の推進（鉄道）
   ジョブジョイン制度
   社内インターン制度
  社員起点オープンイノベーションプログラム 
「My turn」 提案件数
 トータルエンゲージメント （5点満点中）

 12,837人

 2名（2部署開催）
 94名
 255件 

 3.54

製造資本

 ROA
 鉄道事業における生産性（37ページ参照）
 各事業のアセット（9ページ参照）

 4.8%
 1.00

知的資本

  事故防止や防災のための安全システム・規程、マニュアル、 
教育カリキュラム

  自治体・企業・大学などとの連携

自然資本

  カーボンニュートラルの実現　連結CO2排出量
  資源循環の推進
  生物多様性の確保

  2019年度比 △17.2％
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